2008年3月英国留学報告書 Royal Devon & Exeter Hospital, Peninsula Medical School by 荒井 恵美
この度私は，Exeter という町にて４週間の病院実習をする機会に恵まれました。Exeter は英国南部の
Devon 州の都市で，London から電車に揺られること２時間半。大聖堂やローマ時代の城壁が残る美しい町
















3rd & 4th week: Diabetic Care/Endocrinology























・Peninsula Medical School（以下，PMS）にて実習することが決定されてから，Exeter か Truro を希望す




・Truro と比較して Exeter の方が London に近く，アクセスが良いということです。
１―２．IELTS







































９時に PMS のビル内レセプションへ行くと，コーディネーターの Joanna が，実習についての説明を丁
寧にし，学生課のメンバーを一人一人紹介してくれました。
ID の発行など諸手続きが済むと，PMS のコーディネーターの
Sabina が main Hospital 横にある The Centre for Women’s
Health というビル内の Gynecology Ward まで連れて行ってくれ
ました。Sabina はキュートな Exeter っ子。１ヵ月間，本当にお
世話になりました。

















次の日からは，毎朝８時からの ward round に間に合うように病棟に行きました。ward の患者さんは基
本的にチーム単位で診られていました。私たちは，Senior House Officer（以下，SHO）一人，Registrar 一
人，そして Jim 先生のいるチームの回診に参加していました。他には主に，手術，外来見学をしているこ
AM PM
MON 12. 30 SEMINAR ROOM 1
CAESAREANSECTION MEETING
THEATRE 3 (LOCAL LIST) JIM CLARK
THEATRE 2 (ONCOLOGY LIST)
MR. RENNISON
GYNAECOLOGY CLINIC MISS STURLEY
TUE 8 : 00 WARD ROUND
08. 30 THEATRE 2 MR TAYLOR
GYNAECOLOGY CLINIC MR RENNINSON
COLPOSCOPY CLINIC MR LIVERSEDGE




THUR WARD ROUND / WARD DUTIES /
PRE-CLERKING
THEATRE 2 MR. CLARK
FRI WARD ROUND / WARD DUTIES /
PRE-CLERKING
FREE TIME / PRIVATE STUDY
SEMINAR ROOM：カンファレンスをする部屋。美味しいサンドウィッチと紅茶付！









midwife が活躍するのはこのような大きな hospital だけではありません。地域には community midwife
が居て，妊婦さんは彼らと関わることが一番多いのです。英国では，まず妊娠を疑った女性は General
Practitioner（以下，GP）に行きます。そこで尿検査にて陽性であれば community midwife へ紹介されま
す。community midwife は，女性の自宅へ訪問し，physical な面の問診はもちろん，家庭環境についても
調査をし，子どもの育つことのできる環境であることを確認します。ここで合併症のある妊婦さんは，
hospital に紹介され，この時点で初めて gynaecologist が妊婦さんを診ることになります。
私もいつも強くて賑やかな midwife たちに色々と教わり，一緒にたくさん笑いました。私の小さな体を
見て，「いい言葉教えてあげる。“every good thing comes with small package”ということわざよ」と応援
の言葉を下さったり。また，Mr. Rennison の gynaecology clinic では history taking を経験したのですが，
これに立ち会った midwife の Debbie はあとから「よくできていたよー！」と hug して励まして下さいまし
た。
2nd week: NEONATAL
Neonatal unit は pediatrician と gynaecologist の先生方の行き来する病棟で，The Centre for Women's
Health のビル内にあります。ここでは outpatient clinic はないため，ward のお仕事が中心です。以下が，
時間割です。
毎日，午前中いっぱいをかけて ward round をします。ward は，intensive care unit，high dependency
unit，low dependency unit の３段階に分けられ管理されていました。ward round は pediatrician である Dr.
Quinn を中心として，その日出勤の registrar と SHO の先生方のプレゼンテーションをもとに進められま
す。午後は SHO の仕事について回り，カイザーや分娩，診察の見学やお手伝いをしました。intensive care







外麻酔を使っていました。gynaecologist の Jim 先生が，英国では全女性の７０％が硬膜外麻酔下に分娩する
と話していたことを思い出しました。
カイザーを見学したときの話です。在胎３０週。お母さんはかなりの肥満で糖尿病も合併していて，そのた


















13 : 00－14 : 00
Seminar Room1
14 : 00－17 : 00
Ward Round
14.00－17.00
Shadow SHO on call
Neonatal Scenario
Teaching
14 : 00－17 : 00
























3rd & 4th week: DIABETIC CARE/ ENDOCRINOROGY
Diabetic care/Endocrinology では，外来は the Diabetes Endocrine and Vascular Health Centre にて，
病棟の仕事は main hospital 内で行われます。
病棟では，SHO や registrar につき，ward round に参加，その際患者さんを選んでもらって問診や身体




では管理の難しい一型糖尿病の方が多いそうです。中心となって面倒を見てくださった Dr. Mark Daly の
お話では，英国では現在肥満が問題となっており，この地域での BMI は平均２７なのだそうです。６年前は
２０００人だった糖尿病患者さんの総数は今２００００人と増えたということでした。
やはり active なコメディカル！ retinal screening を技師の Julie に見学させていただきました。全ての患
者さんに対し，写真を見せながら（盲目となった方もいらっしゃいました）解説していました。英国では，
糖尿病で medication を受けている人は目に関する全ての検査が無料になるそうです。








Specialist nurse の Tina の外来も見学しました。彼女は処方箋を書くことのできるナースです。ナースと
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しての仕事を数年経験したのち６ヵ月間のコースを終了するのだそうです。ここでは，例えば３ヶ月のうち
にドクターの外来を１回，ナースの外来を１回というように follow up していくのだそうです。
learning
実習のメニューに含まれていたわけではないのですが，student や junior doctor 向けの lecture や clinical
skill training，あるいは seminar に参加する機会にも恵まれました。
紙面の都合で一つ一つ紹介ができないことが悔しいのですが，参加した seminar の一つに，public health
についてディスカッションするものがありました。練習として，STD の多い地区から離れたところにしか




題を受けて，今は GP with special interest といってプライマリケアの段階で専門性をもった医師を求める
流れもあります。この国の人にとっては「GP なしの社会なんて想像できない！」だそうですが，問題点も
あるのだということをここで改めて感じました。
last 2 days: ST. LEONARD’S PRACTICE
GP での実習を PMS の学生課へ希望したところ，２日間の実習をアレンジしていただけました。St




初日は８：３０から Dr. Alex Harding のクリニックの見学をしました。お忙しい中（患者さん一人当たり
１５～３０分掛けるそうです），全ての症例を説明して下さいました。心理的な問題で来る患者さんの多さに驚
きました。また，不安を訴える患者さんに対しまずは薬を使わず，呼吸法を教えるところに代替医療が潜ん
でいて感動しました。Alex 先生は「GP は，GP という専門家だよ。GP になるには，勿論心理学も勉強し




















このように一人 の 患 者 さ ん の こ と を 見 続 け る 方 法 を




“continuous care”と呼ぶそうで，その概念はこの surgery で誕
生し，研究されてきたそうです。前述のような課題は抱えつつ
も，患者さんの life に関わることのできる GP は，やはり医師と
して幸せな立場だと感じました。
３―２．生活 ―お互いの信頼のもと生きている平和な街―
病院の residential village といって，病院のスタッフの住んで
いる accommodation を借りて住んでいました。London からの





















































ん，本当にありがとう！エクセターでお会いした Kozu 先生，Nishigori 先生，上原さん，わたしたちに勇
気を下さり，ありがとうございます。また推薦書を書いて下さった富山大学の鏡森先生，大塚先生，書類の
手間を快く引き受けて下さった宮脇先生，田村先生，松井先生，また学生課の松田さん，本当にお世話にな
り，ありがとうございました。
現地で要した費用
成田－ロンドン間の航空券：￥９３，０９０（チャージ込）
ロンドン－エクセター間の交通費：片道：電車£１６，バス£０．７５
寮費：£２１５．１６
食費：約£１７５
通信費通話料：約１００００円，携帯電話購入費：約７０００円
旅行費（London，Salisbury，Edinburgh）：約£２６５
分かることは総てお答えしたいと思います。気軽にご連絡ください。meg_aray@yahoo.co.jp
最後の夜は仲良くなった学生さんとモロッ
コ料理のお店へ。
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